


















































































































































































































1〕 京都大挙大学院経済学研究科教授,助 教授,講 師,助 手及び経 済学部出身者・
に1京 都大学大学 院経済学研究科学生及び同研究科出身者。
〔三)評 議員会にて とくに認めた もの、
2,学生会員 京都大 学経済学部学生。
3、賛助会員 本会の事業 を賛助す るもの・
第6条 前条 のほか所定の会費を納 めて 「経済論叢」の配 布を受 ける個人及び団体 は購読
会員 とす る.
第7条 特 別の場合 に限 り,前2条 に定 められた会員以外 の ものにも会員 に準ず る取扱 い
をするこ とがで きる、
第8条 会員には,「経済論叢」 を配布する。ただ し,臨時特別号 はこの限 りでない。
会 計
第10条 会員は.次 の会 費を納めなければならない。
1.正 会 員 年額10,000円2,学 生会員 年額10,000円








白杉 庄 一 郎 の ア ダム ・ス ミス研 究
金融 工 学 と コ ー ポ レー トフ ァ イナ ン ス(2)














































講師 助教授を経て 昭和43年教授に昇任され 社会思想史を担当され
ました
先生は経済学説史と社会思想史の研究に尽力され 多くの業績を世に











術会議会員 大学基準協会 ・大学評価研究委員会委員として学術体制 ・
教育制度の改革にも貢献されました




























































保 住 敏 彦
今年,5月5日 に,神戸lh立西市民病院の病棟に,平井先生をお見舞いした折.先 隼










講義に飽き足らず.他 学部の講義をも聴講 していた私は,ル カーチの階級意識論や初期
マルクスについてもっと勉強したくなり,あつかましくも,先生の学部の演習を聴講 し
たくなった。最初,お 会いしたとき,「絶対に休まないなら、入れてやってもよい」と




2、大学 院時代 の思 い 出
そ の 後.大 学 院経 済学 研 究 科 修 士 課 程 に進 学 し。 出 口勇 蔵 教 授 と先 生 の合 同 ゼ ミで.
5年 間,H・Glocknerの編 集 した.G.W,F.HegelhSystemderPhilosophie.Erster
TeiLDieLogik"(FriedrichFrommannVeτhg,1964)を読 ん で い た だ い た。 この 本 が
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いわ ゆ る髭 文 字 で か か れ て い た ので ・ そ の 後.ド イ ツ社 会民 主 主 義 を研 究 し,同 党 の 理
論 機 関 誌 し6NeueZeit"の論 文 を読 む と き に,髭 文 宇 が苦 に な らなか っ た。
また,こ の正 規 の演 習 と並 行 して,先 生 の お宅 で,ル カ ー チGeorgLukacsの"Ges-
chichiteundKlassenbew"8stsein"(1923)の巾 の 「階級 意 識 論 」 以 外 の論 文 を読 ん で い
ただ い た 。 「物 象 化 とプ ロ レ タ リア ー ト」 「ロー ザ ・ル クセ ンブ ルク論 」 な とで あ る。 そ
れ には,阪 上 孝氏,竹 本信 弘氏,田 川 恒 夫 氏.久 松 俊 一氏 な どが 参 加 した,,これ ら は.
『ロー ザ と マ ル ク ス主 義/歴 史 と階 級意 識1(G.ル カー チ,平 井 俊 彦 訳,ミ ネ ル ヴ ァ書
房,1965年)と して刊 行 さ れ た、,後に.海 外 研 修 を 終 え帰 国 した 甲南 大 学 の 山口 和 男 氏
が 参 加 し、K.MandelbaumやBr&ndisの第二 帝 政 期 ドイ ッ社 会民 主 党 に 関 す る研 究 論
文 を 読 む よ う に な っ た 。 後 に は,G、Lichtheim,'`Marxism'T.A.Praege欺1961など も
読 ん だ が,そ の 頃 に は メ ンバ ー も多 くな り,今 村 仁 司 氏,山 辺 知 紀 氏,小 林 清 一 氏,八











大学の教授が.学 牛に批判『され,つ るしあげられて,苦 しんでいた反面で,大 学に
よっては,若手の左翼の教員が,大 学の古い権威主義的な勢力によって,排 除されて行






















だと評価し.これに対して,人 問主体がその労働により共有物 としての自然から取 り出
したものは私有物になるというロックの労働所有権論を主体的価値論だと評価 し,両者
を対照的なものととらえた、そのように,先生は,他 の思想家 と対比 しながら,あ る思
想家の個性を捕 らえるという,や り方をとられていた.そ う説明されると,目から鱗が
取れたような気持ちがすることがあった。
とにかく,先生は,そ れぞれの思想家の同…性を強調する見方に反対で.各思想家の
個性 ・特殊性を捕 らえるべ きだという立場であった。これは歴史学派の経済思想研究の




さらに,思想を生 き生 きとしたダイナミックなものと捉えることを強調 し.平板さ,
















た中で,当 時,梯 明秀氏や梅本克己氏の主体的唯物論が.マ ルクス主義の哲学的展開と

























しかし,この分裂 した現代社会の問題性を克服する道に関 しては,ル カーチとホルク
ハイマーとは対照的である.ル カーチは,「歴史変革と歴史認識を結合す主体 として」
の 「階級意識」のなかに,商品生産社会の物象化 とその結果を克服する主体を見るのに
対 して,ホ ルクハイマーは,批 判的知性の担い手は階級や集団ではなく個人,そ れも
「自ら分裂性にさらされている知識人」であると,見なす。この対立に関して.先 生は

























物象化を押 しすすめ,市 民社会の公共性を歪めてゆ くのに対して,コ ミュニケーション
























す,自 由主義的なものであった。決して,テ ーマを押 し付けることはしなかった。杜会




「対象に惚れ込んで研究すべ きだ」ということを,強 調されていた、,弟子たちに対 し
て,あ る鋳型に入れて矯正するといったや り方は,取 らなかった、,このため,学 派のよ
うなものは形成されなかったが,杜 会思想史,経済学史を始め多 くの分野で,多 様な研













大学に勤務し,図書館長,副 学長,学 長を歴任 し.国際経営学部 と国際コミュニケー
ション研究科を設立された。行政的な手腕も持ち合わされていたと言える。 しか し,晩




火 曜 の 朝 は
一 名古屋外国語大学時代の平井俊彦先生一
柿 本 昭 人














1995年1月17日も,き っとそんな日になるはずでした。ところがその日の朝,阪 神 ・
淡路大震災か起きて しまいました。ちょうどのその時刻.小 生は名神高速道路米原ジャ
ンクションあた りを走行巾でした。車が揺れましたが,あ た りはまだ真っ暗ですか ら,
「今 日は風が強いな,関 ヶ原はまた雪か。除雪作業による50キロ規制で.到 着遅れる
なあ.」と呑気に走ってお りました。制限速度の標示が,一 つ,二 つ,三 つ,ず っと50
キロで した.と ころが一・向に雪は降ってきません.関 ヶ原も通 り過ぎて、一・宮あたりま
でやってきましたが.雪 も降ってなければ,除雪作業もあ りませんで した。不思議に恵






炎と煙に包まれた長田でした。「9・ll」とは違って.神 戸g街 が炎 と煙に包まれてい













きませんでした.居 ても立ってもいられず,神 戸に行こうと考えるのですが,行 っても
しご無事だったら平井先生からきっとこんな風に叱られるだろうな・とも思うので した。
「柿本君なあ,君、こんなんは具合悪いで え。君 もまだ授業とテストあるやろう.君は
名古摩にいて,僕 の分のテストとか採点 とか してくれへんと具合悪いと思わへんか った
んか あ!」
四日目,その前目に同 じ学部の同僚の先生が公衆電話から掛げたら通 じたということ




た、小生から頼んで欲 しいということで,入 試広報室に向かいました.こ れは多分,公
になると間題か もしれませんが,大 学入試センター用の回線を使っての通話で した,,周
りを大学や法人の士だった方々に取 り巻かれている中でお話 しすることになって,少 々
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た、「お見舞いにお伺いしたいのですが……」と切 り出しましたが,今 回もまた,と い








電話 してみました、一,「柿本先生,何 言ってるんですか。来るなと言われて も、押 しかけ
ないと駄目じゃないですか。私はいつで も遊びにおいでと先生から言オ)れましたから、
私に付いてきたということで,一 緒に行 きましょう。」疲女は岐阜の勤務先か ら駆げつ
けてくれました,,ご自宅に伺って も,彼女は 「先生.お 見舞いに来たよ。」とスイスイ
と入っていきましたが,小 生は玄関から中に入ることができませんでした、「柿本君 も
上がれやあ。」 と客間から平井先生に声を掛けて頂いて,よ うやくお邪魔させて頂きま





大学院に入る時に先生か ら出された宿題でした。'「それ もまだ,で きてませんよ,先
生。」
火曜日の朝,研 究室でコーヒーを入れようとすると,今でもノックの音が したような
気が します。ひょっこり先生が ドア0)間から顔を覗かされるのでは。 と期待 してしまい
ます、ン「介入」の頃の懐かしさが,消 えることは決 してあ りません、先生.小 生へのも
う一つの宿題のことは,今 しばらく忘れたままにさせておいて ください,「ワッハッ
ハァ」という先生の笑い声が一番好きで したから。
経 済論叢(京 都大学)第172巻第4号 ・2003年10月
豪 放 嘉 落 と繊 細 さ
一 平井先生の魅カー
田 中 秀 夫
平井先生に最後にお目にかかったのは,一昨年の 「田巾真晴先生を偲ぶ会」の とき
だったと思 う、そ して最後にお電話をいただいたのは,出口勇蔵先生の計報を知らせて
いただいた4月5目 の夕方のことだった、その翌日にわた しの最も新しい論文 「市民社






















こうして平井先生 と師弟関係が深まってい くのであるが,ゼ ミにはほとんど欠席せず
に出たと思 うし,いまどきの院生とちがって無断欠席などはしたことがない。甲南大学
へ就職 してからも時折参加 したように思う。ゼミでは前述のようにヘーゲルの 『法哲
学』を原書で読むことから始まって,ピ ーター ・ゲイの 『啓蒙』の翻訳の無い巻,マ ッ
クス ・ウェーバーの 『経済と社会』の翻訳による輪読へと進んだ。
平井ゼミの人びと
平井ゼ ミを通 じて親 しくなった人に小林清一さんや奥田隆男 くんがいたが,小 林さん
とは河野健二先生のゼミで も2年間お枇話になった。ここではアルチュセールの 『マル
クスのために』からアンサールの 『プルー ドンとアナーキズム』へと進んだ。わた しの





























についての小論に関 しては,先 生から直接の指導一 ホッブズか琶)の引用の原文に即 し
ての検討一 をしていただいた。これを神戸商大で開かれた経済学史学会の関西部会で
報告するのが,わ た しの学会のデビューだった。ホッブズ研究者.水 田洋先生の予想さ
れる質問に備えて理論武装 して出かけたが,水 田先生は欠席され,菱 山泉先生からマ
キャヴェッリとホッブズの関係について鋭い質問を受けた・
その後,先生 と一緒に仕事をさせていただ くのは学会活動が主であった(わ たしは先
生が理事を続げられた日本イギリス哲学会の関西部会の幹事を院生時代から10年ほど

























は白由人の楽園一 自由な生活世界一 を夢見ておられたように思 う.先生はロック,
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